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昨年度は学部改組にに伴うかノキュラムの変更
で学生実習の回数が減じ 運営上かなりの純理が
生じたが,本年度からはクロッピングシステム部
門 (畑作センター)関連の実習 (農場実習Ⅰ,3年
次生)などが開講され,部門としての農場実習へ
の対応を充実することができた｡
昨年と同じくほとんどの作目で従来の実績を凌
ぎこれまでの最高の生産となった｡
カンショは品質｡生産量とも問題はなく,多量の
イモ掘り需要に応じた｡販売収入では畑作セン
ターの作目のなかで15%のシェア-を占め,単一
作目としては最高である｡
ダイズは前年度実績から作型を多様化すれば一
層の増収が期待されたので品種と播種期の組合わ
せに留意した｡その結果枝豆はかなりの増収を認
め,また子実ダイズが従来を大幅に上回り,両者に
より生産量は前年度を大幅に上回った.20aの圃
場にマメ科作物を運営上無理なく導入しているこ
とになり,作付体系の上からも極めて合理的な作
目選択となっている｡
カボチャも前年を上回る成績となったものの増
収率は低く,販売収入面での重要度は低下した｡
今後は一部を他作目に転作することも考慮すべき
かもしれない｡
スイートコーンは作期の組合わせなど合理化に
留意し,前年以上の実績をあげたものの,単価の高
かった昭和60年を凌ぐことはできず,なお一層の
技術的工夫を要する｡しかし除草法り収穫法など
部分技術は確実性を増し,今後への期待は大きい｡
サヤインゲンは前年度から取り入れた作目であ
る｡販売は順調で,生産量は倍増したものの課題
であった収穫労力には改善の余地がなく,本年も
問題を残した｡
カンランも例年以上の生産をあげ,過去最高の
前年をも越える販売収入となった｡シェア-は14
%で,販売所での重要な秋野菜である｡
ハボタンも着実に生産量が増加した｡販売期間
が正月前のみに制約されるため,これ以上の増産
には無理があるが,カンランとほぼ同様の緋樫法
であるための利点は大きい｡
ミズナも生産量を伸ばし,生産収入の2.6%を占
めるまでになった｡生産物の多様化には不可欠の
作目となったがこれ以上の生産量は不要であろ
う｡
シュンギクも大幅に昨年の生産量を上回った｡
ホウレンソウも倍増し生産収入の4.9%を占めた｡
これは作期の多様化によるところが大きいが,販
売所での人気も高く,さらに増産が期待される｡
春作バレイショの生産は3.8tにとどまり,収量
も1.9t/10aと昨年をかなり下回った｡低収の主
因は気象条件と思われるが,これを克服しうる栽
培技術の確立に努力を要する｡収入は平均単価が
162円/kgと高く維持できたためにさほどの減収
とはならなかった｡
秋作バレイショも1.3t/10aと低収であった｡
これも平均単価が212円/kgとかなり高かったた
め減収程度は小さかったが,萌芽｡苛立ちの確保な
ど技術的課題は大きい｡
ダイコンの生産量も史上最高となり,生産収入
の8.4%を占める主要作目となった｡さらに増産
の可能性を検討するため作型の多様化をねらいと
し,一部春播も試作したO
カブは例年なみの生産量であったが,消費者が
漬物を自作することが少なくなったことも推測さ
れ,今後の増産には無理があろう｡
飼料作は昨年なみの生産量で収量性もまずまず
であった｡津高牧場における粗飼料生産を補完す
る度合は年々小さくなってきたが,むしろ好まし
い結果と考えられる｡
(岡山農場実習棟完成による運営の円滑化)
昭和63年3月岡山農場実習棟 (農産物調整棟及
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び農業機械株)が落成し,昭和63年度からの部門 図)0
運営の円滑化にも効果を発揮することとなった｡
運営上の利点を列挙すれば以下のとおりであ
る｡
① 種いも貯蔵の省力化
② 販売所への生産物搬入の省力化
③ カボチャ･イモ類など乾燥 用字蔵場所の確
保
④ 調整など作業労働の快適化
⑤ バレイショの低温貯蔵
⑥ 農業機械保守管理の能率化
(耕種概要のデータベース化)
新種概要をパJ)ナルコンピューター上にデー
タベース化する試みを1985年以来進めてきたが,
ほぼ実用化したので付記しておく｡
データベース化にさきだち,作目別に記載され
る別種概要野帳 (日誌)に改良を加え,記載項目の
定型化を行った｡定型化に当たっては,野帳用紙
への記入が容易なこととコンビュ-クー入力時の
読み取りが煩雑にならないことを配慮した (第1
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データベース化にともなう野帳の定型化により
コンビュ-クー入力には市販のカー ド型データ
ベースソフトウェアー (データ長可変)を用いた｡
年度ごとにファイルを作成 して作目ごとに1レ
コードを与え,項目数は26とした (第4表).デー
タの集計および印刷にはBASICによるソフトウ
第4表 耕種概要データベース項目
01 作 目 14 基肥重 くP)
02 圃 場 15 基肥垂 (K)
03 品 種 16 摘 種 目
04 概要順番 17 定 植 日
05 年 度 18 収穫始日
06 面積 (a) 19 収穫終期
07 栽植密度
08 畦幅 (cm)
09 株間 (C銅)
10 施肥量 (N)
11 施肥量 (P)
0 生 産 量
1 収 量
2 単価(安値)
3 単価(高値)
4 単価(平均)
12 施肥量 (A) 25 販売収入
13 基肥量 (N) 26 備 考
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第1図 改良した桝種概要野帳
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エア-を適宜作成して使用した.
導入による効果としては本誌に掲載する緋種概
要表の作成が容易になったことがまずあげられ
る｡データベースから任意の複数項目につき一覧
表をテキストファイルに変換し,ワードプロセッ
サーによって編集 ｡印刷が可能になった｡日誌へ
の記入作業が省力化され,また誤記や記入漏れが
減少したことも特筆しておきたい｡
多くの作目にわたる緋種概要の記録は資料的価
値が高いと思われるが,定型化によって検索およ
び比較が容易になったことにも意義があり,今後
年数が増えるにともないデータベースとしての価
値はより高まるものと期待される｡
今後は過去の作付についての圃場別検討が容易
になると思われるので,圃場の高度利用,作付順序
などを一層合理化した作付計画が立案できるよう
役立てたい｡
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第1表 1988年度作物別別種概要 (A)
番号 作 物 固 場 面墳 品 種 生産量 収 量 栽植密度 腔帽 株聞
(a) (kg) (kg/ma)(樵/Ion) (cJ3)(C田)
1カンシヨ 西5 15 高系14号 4697 3131 396 84 30
168 254 500 80 25
997 1246 500 80 25
1032 1947 500 80 25
2156 1437 11.1 450 200
3611 1805 238 100 42
764 7640 238 100 42
274 2740 238 100 42
115 666 60 25
605 LI76 297 80 42
293 1723 67 150 100
2タ●ィデ(子実) 西3 6.6 丹波蕪
3タ●ィス●(枝豆人) 西3 8 宝石枝豆
4タ'ィス◆(枝豆B) 西3 5.3 タチスス●川 クマホマレ
5かわ●チャ 西4 15 利休 近成えびす
6トウモロコ5/(未熟Å) 南3 20 7朴州●ンタム
7トウモロコシ(未熟8) 商3 1 ク糊 'ネコーン
8トウ印コ51(ホIブ7.コーン) 南3 1 (在来)
9トウttZコシ(ナンク●コーン) 西2西LI 20 スノーデントJX77
10インケ●ン7メ 西5西6 12.7 7●UJt◆19'-菜豆
llt'-マン 西2 1.7 栄光
12カンラン(A早生) 西1 7,2 早秋カンラン 南宝 1012 1405 333 120 25
13カンラン(B晩吐) 西
14カリフラワー 西
15ミス●ナ 西
165,ユンキ●ク 西
17ホウレン川 西
′･18ハクサイ 西
19八●レイシヨ(春作) 西l
′20八◆レイシヨ(秋作) 西4
21クーィコン(春描) 西2
17.7 うしお力ンラン晩中理想 4762
2.0 スノークラウン 499
2.7 白茎千筋 1427
i.5 お多福 182
8.5 おかめ ハlレート 1024
0.44 花心白菜 117
20 男爵代 帥ユタカメJJJンデシーマ3886
12 tトユタカ デシ●7 1628
3.1 四月早生2号 736
22タ◆巾ン 西2 7.9
23カ7'(春播) 西2 1.8
24カフ' 西2 4.Li
25)1,がタン 西2 2.0
26エンハ'り 西3南3 30
27イタリアンライク●ラス 南5 15
28トウモロコ5/(テ●ントコーン) 西2西5 20
29ツルコ■- 繭5 15
30マヒ●キナ
宮盃 冬積大蔵大根 4625
スワン r耐病総太り 211
耐病ひかり群 1028
白小町 紅小町 950
Jけテ 15280
エース 3373
スノづ■ントJX77 6530
キンク●ylLコ●- 5440
大根 カブ 321
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0 333 120 25
5 333 120 25
5 666 120 25
3 粂掃 50 -
4 条捕 60 -
0 666 120 25
リ 400 100 25
6 400 100 25
4 666 120 24
4 666 120 25
4 666 120 25
6 666 80 25
0 333 120 25
3 条描 30 -
9 散描 一 一
5 666 60 25
第2表 1988年度作物別耕種概要 (B)
番号 作 物 施肥盈(kg/IO故) 基肥畳(kg/10a)
～ P205 K20 N P206 払0
lカンシヨ
2タ●ィス●(子実) 2.1 10.0 12.0 2.I 10.0 12.0
3ケ●ィス◆(枝豆Å) 5.1 13.2 15.3 2.1 10.0 12.1
4タ●ィス■(枝豆8) 2.I 10.0 12.0 2.1 10.0 12.0
5舶●チャ ll.9 8.5 ll.0 8.4 6.0 7.8
6トウモ附シ(未熟Å) 16.0 16.0 16.0 12.8 12.8 12.8
7トウ印コシ(釆熟B) 16.0 16.0 16.0 12.8 12.8 12.8
8トウ印コシ(ネ●ッ7'コ-ン) 16.0 16.0 16.0 12.8 12.8 12.8
9トウ印コシ(ヤン〆コーン) 12.7 12.7 12.7 6.4 6.4 6.4
10インケ●ン7メ 8.4 13.2 9.2 5.2 10.0 6.0
11ヒ'-マン 30.0 26.0 29.0 16.0 16.0 16.0
12カンラン(Å早生) 23.6 15.0 21.0 14.0 10.0 13.0
13カンラン(B晩吐) 25.9 14.0 21.5 12.6 9.0 ll.7
14カ[)フラワー 22.7 14.0 20.0 12.6 9.0 ll.7
15ミス●ナ 14.0 10.0 13.6 11.2 8.0 10.4
165･1ン寺●ク 23.I 25.0 21.4 21.0 15.0 19.5
17ホウレンソウ 13.3 8.0 ll.3 11.2 8.0 10.4
18hWl l6.5 10.0 14.2 11.2 8.0 10.4
19ハ◆レイシヨ(春作) 10.5 7.5 9.8 10.5 7.5 9.8
20Jl'L/イ5,3(秋作) 10.5 7.5 9.8 10.5 7.5 9.8
21タ●ィコン(春描) 16.5 10.0 14.2 11.2 8.0 10.4
22タ●ィコン 17.I 10.0 14.2 11.2 8.0 10.4
23m'(春描) 13.7 8.0 ll.6 日.2 8.0 10.4
24カフ● 16.1 10.0 13.9 日.2 8.0 10.4
251峠●タン 8.4 15.0 7.4 4.2 15.0 6.0
26エン)1●ク 5.6 0.4 6.8 5.6 0.4 6.8
27イタl)アンライJ'ラス 4.4 2.0 5.0 4.4 2.0 5.0
28トウモtl3シ(デントコーン) 8,0 2.t) 2.6 2.8 2.0 2.6
29ソ約㌧ 6.0 3.6 6.6 3.2 3.2 3.2
30マヒ●キナ
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第3表 1988年度作物別耕種概要 (C)
番号 作 物 摘 種 El 定 植 日 収穫始igJ 収穫終期
(月/日) (月/日) (月/日) (月/日)
lカンSIヨ 3/18 5/95/246/13 8/24 11/2
2タ●ィス●(子実) 7/3 4 11/8 12/8
3タ●ィス●(枝豆A) 4/145/25/226/15 - 7/138/28/17 7/12268/128/24
4タ●ィ1'(枝豆B) 7/2 7/3 9/9 9/26 9/20 10/18
5舶●舛 3/23 4/15 6/20 7/8 8/9 8/9
6トウモロコシ(未熟A) 4/111215/2172531- 7/61120258/18117/121926288/51722
7トウttlコシ(未熟8) 6/15 9/19 10/i
8トウ印コ5･(ホ●97'コーン) 6/19 9/19 9/19
9トウモロコシ(ヤンク●コーン) 5/18 5/19 7/11 7/14
10イ沖●ンマメ 4/205/2256/15238/129/2- 6/14207/62530 9/20 10/87/21-ll/7
11ビ マーン 5/9 6/22 11/28
12カンラン(Å早生) 7/20 8/18 10/6 11 10/31 ll/16
13カンラン(8晩生) 7/25 8/3 8/29 9/8 10/27 ll/28 29 1/9
14カリフラワ- 8/3 9/8
15ミズ●ナ 9/30 10/22
16シュンキ●7) 9/19
17JilL,M9 8/309/169/2810/14-
18ハクサイ 4/23
191◆レイシヨ(春作) 3/7
20ハ●レイシヨ(秋作) 8/26 9/7
21クーィコン(春描) 4/6 25
22タ●ィコン 8/319/9 9/22
23カフ●(春描) 4/20 26
24カフ● 9/9 9/22 9/31
257tJrタン 8/3
26エン八◆ク 10/4
27イタ1)アンラげ ラス 87/10/8
28トウ印コS･(デントコーン) 5/18 19
29州コ'- 5/19
307t'キナ
9/14
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ll/14 12/23
ll/7 1/23 2/10 27
10/21 12/8
10/517ll/212/5 10/14ll/i251/7
6/1 6/16
6/7167/112 6/16167/12
ll/1 ll/22 11/22 ll/22
6/1 ll
10/17 ll/4 12/5 ll/4 1/ll
6/1 6/28
10/18ll/1212/5 ll/712/119
ll/18 12/20
1/30 2/1 2/12/14
88/3/9 4/26 3/ll4/28
7/19 7/19
7/25 7/26
汎岡耕地部門
岡由農場水 田部
昭和63年度の運営は,前年度にひき続き,水稲
品種アケボノとし,1号田は乾田直描栽培,2号田
は大型田植機 (みのる式,成薗5.0-5.5葉苗,8条
植)による移植栽培,3号田及び第2農場水田は,
ポット育苗 (3-4粒/ポット,5.0-5.5菜苗)に
よる移植栽培 (みのる式,2条植)を行った｡また
3号田では前年度に続き,リン酸肥料の施肥期試験
を行うとともに,本年度新たにケイ酸質肥料の施
肥期試験を行った｡これらの試験は,作物機能調
節学大講座,作物栄養管理学研究室の専攻実験と
なった｡本年度の稲作は,全国的には "やませ'に
第1表
作物 品 種
水稲 アケボノ
ノノ アケボノ
" アケポノ
･′ アケボノ
〝 アケボノ
〝 アケボノ
よる冷害と作付面積の減少によって平年作を大巾
に下回り,全国平均作況指数97,全国平均収量
474kg/10aと昭和55年の大冷害以来の収量とな
った｡しかし岡山地方は天候に恵まれ,台風の襲
来もなく,県平均作況指数106,県平均収量496kg
/10aと高い収員であった｡岡山農場水田部でも
水稲収塁は,研究圃場の3号田で483kg/10aとや
や低い値を示したものの,他の圃場では497-
572kg/10aと県平均の収量を覇者に上回る収量
であった｡
栽培面積
試 験 内 容 圃 場 面積 (a)
直 播 栽 培 (生 産 性 向 上 試 験 ) 1号田 65.01
成 苗 移 植 栽 培 (生 産 性 向上 試 験 ) 2号田 64.18
ポット育苗栽培試験 (ケイ酸質肥料試験) 3号E1 39.28
ポット育苗栽培試験 (生産性向上試験) 第2農場 12.56
ポット育苗栽培試験 (生産性向上試験) 第2農場 12.56
ポット育苗栽培試験 (生産性向上試験) 第2農場 9.94
計 203.5
第2表 栽培の概要
作物 圃 場 品種 様式 播種期
水稲 1号田 アケボノ 直播 5月 2日
〝 2号田 アケボノ 移植 5月12日
" 3号田 アケボノ 移植 5月12日
･′ 第2農場 アケボノ 移植 5月12日
･′ 第2農場 アケボノ 移植 5月12日
･′ 第2農場 アケボノ 移植 5月12日
播種量 施肥量 kg/10a
kg/10a N P205
5.0 11.2 6.8
2.5 13.3 9.4
2.0 11.2 6.8
2.0 12.2 9.4
2.0 12.6 9A
2.0 12.6 9.4
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収 穫 期
12.4 10月17日～19日
14.4 10月28日～31日
12.4 10月24日～27日
12.9 11月 8日
13.5 11月 7日
13.5 11月 7日
第3表 水稲防除作業内容
2,3号田 ｡第2農場 (移植) 1号田 (直播)
使用量/10a 月 日 使用量/10a 月 日
除 草 剤
殺虫 ｡殺菌剤
?
??
????
ノヾ
?
??
?
??
ッィ? ????
フ ェ
?
??
?
?ー
?
?
???
?
刺
刺
刺
刺
粒 剤
M 粒 剤
ダ ン 粉 剤
リ グ シ ン 粉 剤
レルダン,アブロー トDL粉剤
ヒ ノ バ イ マ ク DL粉 剤
ヒ ノ バ イ マ ク DL粉 剤
3kg 6月30日
3kg 7月 5日
3kg 8月 3日
3.5kg 8月10日
3.5kg 8月17日
3.5kg 9月 7日
3.5kg 9月13日
1000m1 5月 6日
750m1 5月17日
650m1 5月31日
3kg 6月 9日
6kg 5月11日
3kg 6月30日
3kg 8月 3日
3.5kg 8月10日
3.5kg 8月17日
3.5kg 8月23日
3.5kg 9月 1日
第4表 圃場別水稲収量
品 種 圃 場 楕玄米重(kg/10a) 屑米昌(kg/10a)
アケボノ 1号円
アケボノ 2号田
アケボノ 3号田
アケボノ 第2農場
アケボノ 第2農場
アケボノ 第2農場
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八 浜
昭和63年度の八浜農場では,従来どおり,米麦
を主体とし,牧草 (スーダングラス,エンバク),栄
莱 (カボチャ)の栽培を行った｡本年度は昭和55
年の大冷害以来の冷害が東北地方の太平洋側三陸
地方に発生したため,水稲収量は平年を大きく下
回った年であったが,岡山県地方では天候に恵ま
れ平年作を上廻 る作況指数 106,県平均収量
496kg/10aであった｡八浜農場においても
農 場
496kg/10aの収量を収めた｡しかしビール麦の
収量は,排水不良による湿害と縞萎縮病によって
大幅な減収になった｡効率的な排水とともに縞萎
縮病抵抗性品種の導入が今後の課題である｡本年
度栽培の牧草は,スーダングラスの生育が不良で
あったものの,エンバクの収量は前年度よりも大
巾に増加した｡またカボチャの生育も良好であっ
た｡
第1表 栽 培 面 積
作 物 栽培様式 品 種 栽培圃場及び面積 (a) 計 (a)
水稲 直播 アケボノ 1号圃場2815号圃場646号圃場54 399
ノ′ 移植 ′′ 2号圃場i583号圃場694号圃場81 308
スザングラス 直楢 へィ｡スーダン 5号圃場60 60
エンバク 直播 ハヤテ 5号圃場70 70
ビー ル麦 直播 アマギ2条 2号圃場1583号圃場694号圃場81 308
カボチャ 直播 ハヤト 利休 5号圃場10
第2表 栽 培 概 要
作 物 栽培様式 品 種 播種期
施 肥 量
kg/10a N P205 K20
10
収 穫 期
水稲 直播 アケボノ 5月13日～5月17日 6 12.6 12.5 13.9 10月19日～10月27日
〟 移植 ′′ 5月18日 2.7 10.1 10.3 13.1 10月28日～11月 4日
スーダングラス 直播 へイ･スザン4月26日 6.7 13.8 13.8 13.8 8月 1日～8月 4日
エンバク 直描 ハヤテ 8月17日～8月18日 6.3 10.8 15.4 10.8 11月 7E1-11月14日
ビール麦 直播 アマギ2条 1Si笥8日～12月17日 16 9.8 9.8 9.8 Si6B6日～6月 7E]
カボチャ 直播 ハヤト利休 4月1日 2d1 3.2 3.2 3.2 7月 7日～7月19日
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第3表 水稲防除作業内容
処 理 薬剤名 2忘 用宗,1.4a号 移植月日 1忘用S%l"6a号 直播胴
除草剤 ス タ ム 乳 剤
サター ン乳剤
ス タ ム 乳 剤
シンザ ン粒剤
殺虫 ｡殺菌剤 ダイシストン粒剤
オフモパレポン粉剤
オフモントレポン粉剤
3,5kg 7月 1日
4.2kg 8月26日
3.0kg 9月21日
第4表 作物別収量
1040m1 5月26日
1040m1 5月26日
750m1 6月16日～18日
3.5kg 7月 1日～ 2日
6.5kg 5月30日
4.2kg 8月26日
3.0kg 9月21日
作 物 品 種 k温 備 考
水稲 アケボノ 496 屑米 15.7kg/10a
スーダングラス へィ｡スーダン 2125 生章 12750kg
エンバク -ヤテ 895 生草 6270kg
ビー ル麦 アマギ2条 199
カボチャ ハヤト 利休 740
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装置化生産部門
果
昭和63年度は各樹の老齢化,前年度の悪天候の
影響で樹体が衰弱気味であったこと,梅雨明けが
大幅に遅れ夏季前半の天候が不順で適期作業が困
難であったことなどにより,果樹部の経営は著し
く悪化し,前年度に比べ収量で約33%,収入で約
27%の減であった｡
1号モモ園 :わい性台主幹形モモ樹を昨年度伐
採した｡共台樹では生理落果が多発し,特に袋掛
け後の落果が目立った｡なお,収壷減による徒長
枝の多発に対処し夏季努定を徹底したため,比較
的良好な結果母枝が確保され,明年の収量は期待
できる｡
1号カキ園 :カキ 愛`宕'を主幹形で植栽した｡
白杖羽病による衰弱が一部の樹でみられたが,全
般に比較的良好な発育を示し,多少の収穫をみた｡
今後とも結果量の調整と側枝の適正管理が行える
なら,渋柿のように直立性で樹勢旺盛であれば並
木植え主幹形仕立ては有望なカキの栽培様式であ
ろうと考えられる｡旧来のカキ樹はほぼ順調な生
育を示したが,管理作業の非能率性から判断して,
これらも新しい栽植仕立て様式に改めていく必要
があろう｡
2号リンゴ園 :昨年度の結果過多により花芽形
成が著しく悪く (特に ふ`L'),大幅な収壷減とな
った｡また,北1条では白紋羽病により樹が一部
枯死し,北2条でも衰弱樹が多数認められた｡わ
い性台樹のリンゴ栽培では着果負担量の適正管理
が最も重要なポイントであることを改めて認識し
た｡
2号モモ園 :樹勢衰弱気味の 山`陽水密'で白紋
羽病による枯死樹が発生した｡一方, 紅`清水'は
樹勢旺盛で,生育,収量ともに概ね良好であった｡
樹 部
モモの優良エスラウメ台の選抜試験も一応の成果
をあげ,2-3の優良系統を得た (文部省科学研究
費の成果報告書参照)0
3号キャンベル園 :中央条の一文字整枝樹はウ
イルス症状が激しかったが,南北の2条において
はほぼ順調な生育,収量であった｡
4号園 :`スーパー'は生育柏の乱れから収量減,
ベ` リー A'ほGA処理時にべと病が蔓延し収量減
であったが, 巨`峰', ピ`オーネ'及び ヒ`ロハゾ は
順調であった｡特に永年の問結実は良好であった
が,着色の著しく劣った ビ`オ-ネ'が本年はほぼ
良好な着色を示した｡
大温室 :結異母枝の老齢化による菜種形成不足
と "縮果病"の多発により収量が著しく減少した｡
樹齢の進行と永年の加温栽培の影響による樹勢低
下とを考慮すると新しい栽植方式で改植する必要
があろう｡
空調室 :樹勢は老齢により低下しているものの,
樹冠面積が小さいためか比較的良好な生育と収量
を示した｡
地中室 :一部の樹が白紋羽病で枯死したが,他
は比較的良好であった｡しかし,摘果不十分で粟
粒肥大が不足した｡
養水分室 :防虫用の細で覆い,茎頂培養系の苗
をロックウールによる溶液栽培で育てた｡現在の
ところ生育良好である｡
果樹見本園 :ユズは害虫防除が十分でなく,果
実は収穫されなかった｡ウメ (199kg)とビワ
(83kg)の収量は順調に伸びた.ぺカンも一部収
穫し,販売された｡西洋ナシは結実良好であった
が,摘果,袋掛けが十分でなかった｡
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そ菜 ◎花 き部
昭和63年度におけるそ菜･花き部の作付け,鍾
産の概要を第1表に示した｡本年度も基本的には
前年度の方針を引継いで,実習効果を落とすこと
なく深刻化する人員不足に対応していくため,労
力集中を極力少なくする方向で運営に当たった｡
前年度はキュウリを4作に分けて作付けし労力
配分について一応の見通しを得たが,本年度も播
種時期をずらせて栽培を3作に分け,ネックとな
っている収穫労力の分散化を図った｡このため管
理作業が集中することなく収穫量も当初見込みの
2,220kgを大きく上回って3,308kgとなった｡
また同様のねらいで,葉菜が不足する夏季を中
心に短期間で収穫が可能なコマツナ,バクチョイ
などを数回に分けて播種し,収穫期に達したもの
から順次出荷する態勢をとった｡収穫後期に高温
による品質低下などの問題点があったものの作付
全体としては目標を上回る4146kgの収量をあげ
ることができた｡
しかし一方,主要作目の一つであるトマトでは
立相性病害が多発して収量が見込みを下回った｡
原因としては新たに客土した圃場部分の排水不良
土壌孔隙量の不足などが推測され今後対策を立て
る必要に迫られている｡
本年度はまた施肥労力の軽減をねらって夏作果
菜に援効性の被覆複合肥料を用いてみた｡しかし,
地温が上昇しやすい本農場の土壌特性によるため
か予想したより早い時期に肥効が表れ始めでトマ
トなどが生育初期に窒素過剰となり今後に検討課
題が残された｡
当部の運営を全体的に見ると金額でそ菜が76
%,花さが24%の割合となっており,これはわが
国におけるそれぞれの生産額や実習面,あるいは
労力配分などからみてほぼ適正な比率ではないか
と考えている｡
しかし,この生産額を露地と施設栽培に分けて
みた場合は露地80%,施設20%の割合となってお
り,施設生産の比率がやや低い状態にあることが
懸念される｡
最近の園芸生産は一貫して施設化の趨勢にある
ため,実習教育と研究の両面から施設生産の比重
を増していく必要があるものと思われ,早急な整
備対策が望まれる｡
そ菜の中ではトマト,ナス,キュウリ,スイカの
夏作果菜類が合計で51%,サトイモが16%,中国
野菜が150/0,タマネギが80/Oをそれぞれ占めてお
り,花さではキク,カーネーションの2作目が44
%,37%と生産額の大部分を占めた｡
これらの作目の選択と栽培面積は実習効果を第
一義的に,また裏付けとなる日常の管理労力を勘
案しながら決めたものであるが,本年度の運営を
ふり返った場合当初立案した作付計画は概ね妥当
であり所期の目標がほぼ達成できたのではないか
と考えている｡
しかし,梅雨期から盛夏にかけての雑草対策は
人員不足と相まって依然として頭の痛い問題であ
り,畑地にあける選択性除草剤の有効利用など一
層効果的な除草方法の検討が切実な問題となって
きている｡
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第1表 昭和63年度そ栗 ｡花き緋楓 生産概要
作 目 品 種 圃 場 面積 (a) 収量 (kg) 売払金額 (円)
ト マ ト 強 力 米 寿 南 1号 4.7
キ ュ ウ リ 夏 秋 節 成 南 1号 5.0
ナ ス 長 者 南 1号 3.5
ス イ カ 美 縞 南 2号 11.0
サ ト イ モ え ぐ い も 繭2号 13,9
タ マ ネ ギ o p 黄 南2号 11.0
ラ ッキ ョ ウ 南 2号 2.2
シ ソ 南 2号 1.0
アスパラガス 南 1号 1.1
中 国 野 菜 バ クチ ョイ他 南 2号 14.8
ハ ク サ イ 耐 病 60 日 南 1号 5.5
コ マ ツ ナ 南 2号 2.0
ア サ ガ オ ハウス 0.1
ア ス タ ー く れ な い 南 2号 1.4
カ-ネーション タ ン ガ 他 温 室 1.8
宿根 カスミゾウ ハウス 1.3
キ ク 秀 芳 の 心 他 ハウス 2.5
雑 花 南 2号 2.0
-291
701.5 209,400
3308.0 627,400
1261.0 454,500
1417.7 141,770
1528.0 447,150
3575.0 219,580
259.0 50,600
85.0 8,500
6.5 2,600
4146.0 411,590
2983.0 165,100
575.0 57,300
116 (本) 5,800
1020 " 102,000
6377 " 318,850
87 〝 19,300
7618 ′ 382,200
3015 " 42,490
奉 島
本島農場における生産量および販売額を第1表に示した｡
第1表 昭和63年度本島農場の生産
生 産 量 (kg) 販 売 額 (円)
柑 橘 類
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1,545
483
2,549
30
37
290
175
23
切 り枝 シ キ 41(本)
パンパスグラス 83
ア カ シ ア 815
マ サ キ 580
キ ンポー ジュ 770
モ ク マ オ ー 450
ヒ バ 240
ユ ー カ リ 365
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183,750
105,900
454,000
14,000
17,700
84,600
31,250
9,000
??????????????
? ?
???
?
????
山地畜産部門
津高牧場
昭和63年度の津高牧場は,隣接する岡山空港が
昭和63年3月に開港されたばかりで,騒音等によ
る被害が懸念されたが,現実には全く何の悪影響
もなく,空港建設の関連工事で表土が新しくなっ
た草地も生産力が徐々に回復し,繁殖牛も受胎率
が向上するなど,前途に光明の表れてきた年であ
った｡
前号でも述べたように,63年2月頃から受胎率
が向上し始めたため,63年度は第1表のように子
牛生産頭数が29頑となり,前年,前々年の24頭か
ら大幅に改善された｡ただ,これまでの子牛生産
頭数が少なかったために,売却すべき牛がおらず,
子牛市場で生体販売が10頭,枝肉市場へ出荷した
肥育めす牛と廃用めす牛が合わせて12頭と,売却
頭数はここ数年の最低であった｡
粗飼料の生産利用状況は第2表のように,栽培
延面積が62年度の14.3haから15.9haに増加し,
単収もわずかに向上したために,総収量では62年
の469tから567tまで100t近い増加となった｡こ
れは空港建設に関連して造成し直した草地が暗渠
排水工事などを終わって全面栽培が可能となった
ための面積増加と,地力の回復によるものと考え
られる｡この増のために,岡山農場,八浜農場から
の粗飼料供給は減少したにもかかわらず,粗飼料
の総調達量は前年度の542tから615tへと大幅に
増加し,成牛換算1頭当たりの粗飼料は青草換算
で約10tとなった｡
子牛の販売は第3表のように前年度と同様の10
頑であったが,相場の好況を反映してせり落価格
は前年度より1頭当り約3万円増加した｡枝肉販
売成績は第4表のとおりで,頭数が少なく,また例
年のような肥育去勢牛を出荷できなかったのであ
るが,これも相場の好況を反映して売却額ではそ
こそこの成績を得た｡なお,病畜扱いで出荷した
Y78号は股関節脱臼によるもので牛床が滑りやす
いという畜舎の欠陥を早急に改善する必要があり
そうである｡
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第 1蓑 昭和63年度飼育牛異動状況
皇 雌 l 班 .去勢 . .て＼二
l子 牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子 牛 育成牛 肥育年 日計
63.4.潤 在 !I 8 8 45 5 8 0 6 80
i望 i扇 増 生 産 3 7 10
振 替 i 8 5 5 4 24
減 ～振 替へい死売 却 8 5 5 4 240123 1 5 3
63.10.1現在 3 8 44 5 11 1 6 1 78
期間 増 完 封 8 3 3 ll 9l l畳 ま冒I
第 2表 昭和63年粗飼料生産利用状況 (63年 1月～12月)
而梢 放 牧 p JRigiBujaS_L& 青草換算 10a当り
(a) 延日数 青刈 サイレージ 乾草 収尊く‡く.g,)収量(kg)
イタリアン｡ライうーラス
津 工ン)1､ク
高 ソルコ"一
枚 スー ターJ｡ク"ラス
場 温播牧草
? ? ? ????? ? ? ?? ? ? ?
6()89
45995
35240 18670
33日70 10490
18280 7585
11380 102,895 5､416
1520 89,515 2,771
54.850 3,365
7000 76,035 4,132
243,560 3,323
6()89 133385 36745 19900 566,855 3,558
イタリアン｡ライウ､'ラス
岡 ‡ンハーク
LI ソルコ1-
農 テ"ント｡コー ン
??
??
5,06()
9.O30
5,440
6530 6.530
19530 6530 26,060
工こ川"ク
スー ター ン｡ク"ラス
9糾0 9,Rq0
2550 12,750
9840 2550 22,590
6089 162755 43275 22450 615,505
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第 3表 昭和63年度子年販売成績
販 売 耳標 生年 性 l年月日 番号 月日 別 常 i:{≡(k琵喜)(萎三軍 (富,三ED,体重 楢 格 単 価 ltヤ母牛 l番号 rL～tい十"小山i 父牛名 号
63.5.12 R3】2 62.7.12 蝿 305 305 1.000 464 一,521 V56 糸藤
R313 62.8.3 雌 283 302 1.067 477 1,579 V71 糸藤
R314 62.8.25 去 261 262 1.004 443 1,691 V69 第 6藤森
63.7.9 R316 62.9.2日 賦 l285 298 1.046 471 1I580 菅川 5 糸藤
63.9.9 R317 62.ll.13 去8 5 I301 299 0.993 437 1,462299 87 60 0 18 ㍉ 102V2 奥松第 1片LJ｣
01.2.8 R329 63.4.20 去
R330 63.5.19 去
294 240 0.816 354 1,475
265 308 1.162 492 1,597
01.3.10 R332 63.5.30 去
R336 63.7.9 去
284 290 1.021 384 1,3 24
244 268 l.098 415 1,549
いずれも黒毛和種子牛,岡山県経済連総合家畜市場 (久世町)で販夷
第4蓑 昭和63年度枝肉販売成績
と 殺 耳標
年月日 番号
63.5.24
63.5.31
01.3.14
品種 出荷時 水引枝
体 重 肉垂畢
性別 (kg) (k.q)
? ? ? ? ?
??
?
??
?
?????? ? ? ?????????
?
? ? ? ?
?
? ?
?? ????? ???
36().2
397.4
枝肉
第55柏明石
第 1片山
枝肉 売上 生休
単価 金額 単価
規格 (円/kB)(千円) (円/k.q)
???? ? ??????? ?? ?
????
?
? ? ? ?? ?
? ?
1,330 471.2 791
1,330 521.7 796
1,420 526.5 819
1,820 525.5 1,m6
1,300 352.4 77R
720 153.4 341
? ???????? ??? ? ? ? ???????? ???????? ?? ?
岡山県常食肉地方卸売市場で販売
*印は柄畜扱い
381.5
299.4
299.8
340.9
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岡山農場実習棟の新嘗
岡山農場実習棟 (農産物調整棟及び農業機械株)
が昭和63年3月28日落成をみた｡本施設は『農場
実習』を一層充実し,また農場運営そのものを円
滑にするためのものである｡これまでの明治44
年建築の木造建物から,すぼらしいデザインの施
設に生まれ変わり,農場関係者一同は運営の改善
に決意を新たにした｡
建物には農産物の調整を行い,農業機械を整備｡
格納する機能が約2,0001封こわたって整備された｡
農産物も流通革命の時代を迎え,収穫後の調整が
農業の中で重要な要素になってきたが,新施設で
は生産物の収穫から調整 ｡保蔵｡販売までの一貫
した教育を行うことを要求理由の主軸に置いたO
また従来から農業の装置化 ｡機械化に十分配慮し
ながら教育を行ってきたが,大型機械の整備や試
運転などを通じて農地に立脚した農場実習が充実
するための施設でもある｡
主な実習室として ｢流通システム室640m2｣,
｢農業機械整備実習室592m2｣,｢計測室｡資材実習
室148m2｣,｢低温貯蔵室72m2｣,などがあり,｢青
果物流通実習室72rn2｣は従来の ｢販売所｣を継承
し,農場生産物の直販に活用する｡
3月28日には落成式を挙行することができた｡
構造 鉄筋コンクリー ト造 (一部2階)
面積 建面積 1,776m2
延面積1,968m2
工事総額 305,000千円
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